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質
問　

魅
力
と
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
①
東
中

神
駅
の
駅
舎
橋
上
化
に
伴
う
駅

周
辺
の
開
発
を
機
に
、
昭
和
記

念
公
園
の
昭
島
口
を
利
用
し
易

く
整
備
す
べ
き
。国
に
要
請
を
。

②
フ
ー
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
を
通
じ

て
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
し
、
他
地
域
か
ら

の
来
訪
を
増
や
し
て

活
性
化
す
る
考
え
は
。

③
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
と
連
携
し
市
外

の
方
に
も
来
て
も
ら
え
る
よ
う

な
企
業
ツ
ア
ー
を
組
む
考
え
は
。

答
弁　

①
市
の
活
力
に
つ
な
が

る
昭
島
口
の
再
整
備
が
図
ら
れ

る
よ
う
関
係
機
関
と
の
情
報
交

換
等
に
努
め
て
い
く
。
②
独
自

メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
な
ど
に
よ
る

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
に

よ
り
市
外
か
ら
も
多
く
来
場
い

た
だ
け
る
よ
う
活
性
化
を
図
る
。

質
問　

財
政
運
営
に
つ
い
て
、

①
基
本
的
な
考
え
方
は
。
②
こ

れ
ま
で
財
源
補
て
ん
と
し
て
借

り
入
れ
て
き
て
い
る
臨
時
財
政

対
策
債
に
対
す
る
考
え
は
。
③

第
五
次
総
合
基
本
計
画
に
基
づ

く
施
策
の
実
施
に
は
、
財
源
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
計
画

実
行
に
伴
う
財
政
フ
レ
ー
ム
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
所
見
は
。

答
弁　

①
常
に
歳
入

歳
出
の
両
面
か
ら
の

行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
つ
つ
、
持
続
可

能
な
自
主
自
立
の
財

政
運
営
を
行
っ
て
い

く
。
②
将
来
的
に
普
通
交
付
税

の
不
交
付
も
視
野
に
あ
る
中
で
、

今
後
も
先
を
見
通
し
た
計
画
的

な
借
り
入
れ
に
努
め
て
い
く
。

③
昨
年
策
定
し
た
中
期
財
政
計

画
の
見
直
し
を
適
宜
図
る
こ
と

に
よ
り
、
総
合
基
本
計
画
に
基

③
町
あ
る
き
事
業
の
コ
ー
ス
に

地
元
企
業
見
学
が
あ
る
。
本
事

業
の
充
実
に
向
け
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
会
と
連
携
し
て
い
く
。

質
問　

今
後
の
経
費
削
減
と
財

源
確
保
に
つ
い
て
、
①
大
型
照

明
の
安
定
器
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

づ
く
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、

財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　

義
務
教
育
に
つ
い
て
、

①
教
育
委
員
会
の
理
想
の
学
校

え
に
つ
い
て
、
新
施
設
を
小
型

化
し
、
余
っ
た
土
地
を
売
却
し

て
解
体
費
と
新
施
設
建
設
費
を

生
み
出
す
手
法
が
注
目
を
浴
び

て
い
る
。
市
の
考
え
は
。
③
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
、

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
に
続
き
、

市
民
球
場
も
ネ
ッ
ツ

多
摩
昭
島
ス
タ
ジ
ア

ム
に
変
更
し
た
。
財

源
確
保
や
施
設
の
魅

力
を
高
め
地
域
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
。

今
後
も
色
々
な
施
設
で
導
入
を
。

答
弁　

①
導
入
に
伴
う
メ
リ
ッ

ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し
、

他
の
自
治
体
や
民
間
施
設
の
導

入
状
況
に
注
視
を
し
て
い
く
。

②
土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

提
言
い
た
だ
い
た
内
容
も
含
め
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。
③
今
後
も
導
入
の
可
能
性

を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
質
の

高
い
教
育
が
提
供
さ
れ
る
学
校

で
あ
り
、児
童
生
徒
が
楽
し
い
、

通
い
た
い
と
思
う
学
校
が
求
め

ら
れ
る
学
校
像
と
考
え
る
。
②

学
校
や
教
育
委
員
会
等
の
会
議

の
精
選
や
事
務
の
効
率
化
を
図

る
。
③
学
校
に
登
校
で
き
な
い

状
況
で
あ
っ
て
も
学
校
外
で
の

学
習
成
果
が
生
か
せ
る
よ
う
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に

通
う
児
童
生
徒
及
び

保
護
者
と
学
校
が
連

携
を
図
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
い
る
。

質
問　
（
仮
称
）
教

育
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に
整

備
予
定
の
新
図
書
館
の
運
営
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

答
弁　

市
内
部
で
の
検
討
と
、

利
用
者
で
あ
る
市
民
の
意
見
も

踏
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

考
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

（８）

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
同
意

　

任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
を
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
同
意
し

ま
し
た
。

　
氏
井
　
初
枝
　
氏

（
中
神
町
在
住
）

　
白
川
　
宗
昭
　
氏

（
福
島
町
在
住
）

一

般

表

彰

　

次
の
方
を
、
昭
島
市

表
彰
条
例
に
基
づ
く
一

般
表
彰
者
と
し
て
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

決
し
ま
し
た
。

　
日
下
部
　
高
子
　
氏

（
松
原
町
在
住
）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
、
社
会
福
祉
の
増

進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

副
市
長
の
選
任
に

つ
い
て
同
意

　

佐
藤
副
市
長
の
辞
職

に
伴
い
、
次
の
方
を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

同
意
し
ま
し
た
。

　
早
川
　
修
　
氏

（
八
王
子
市
在
住
）

教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て
同
意

　

木
戸
教
育
長
の
辞
職

に
伴
い
、
次
の
方
を
任

命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

同
意
し
ま
し
た
。

　
小
林
　
一
己
　
氏

（
朝
日
町
在
住
）

意 　 見 　 書

◇傍聴を希望される方は、市役所４階の議会事務局の窓口までお越しください。
日程等、変更になる場合もありますので、事前にお問い合わせください。

◇第２回定例会で審査を希望する請願等は、5 月 31 日（火）午後５時までに
提出をお願いいたします。
議会事務局　電話０４２‐５４４‐５１１１　内線２４１２

今定例会で次の意見書を可決しました。（全文掲載）

これからの会議の予定　５月～７月

定例会前

第２回定例会 ＊インターネット中継を実施

定例会後

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

安
定
器
に
変
え
る
こ
と
で
Ｌ
Ｅ

Ｄ
と
同
等
か
そ
れ
以
上
に
長
持

ち
す
る
。
市
の
公
共
施
設
に
導

入
を
。
②
公
共
施
設
の
建
て
替

と
は
。
②
教
師
が
児
童
生
徒
と

向
き
合
う
時
間
の
確
保
に
対
す

る
取
り
組
み
は
。
③
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答
弁　

①
保
護
者
や
地
域
の
意

向
を
反
映
し
、
安
心
し
信
頼
し

て
子
ど
も
を
託
せ
る
、
知
・
徳
・

魅
力
と
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団
　
木
﨑
　
親
一
　
議
員

「
財
政
の
見
え
る
化
」
で

福
祉
・
教
育
の
財
源
確
保
を

公
明
党
昭
島
市
議
団
　
大
島
　
ひ
ろ
し
　
議
員

都市農地の保全と農業振興の推進に関する意見書
　東京の農業は、持てる農地や施設を最大限に活用し、野菜・果樹・花き・緑
化植物、畜産といった多様な経営形態が展開され、新鮮かつ安全・安心な農畜
産物を生産している。
　加えて農地は、都市における防災、良好な住環境の保全、市民及び学校・福
祉教育における農作業体験など身近に土や農に触れる機会を提供している。ま
た、農業者は地域の歴史伝統文化の伝承、地域活動の推進にとって中心的な貴
重な存在となっており、都市農地と農業は、市民の日常生活にとって必要不可
欠な存在と役割を担っている。
　しかしながら、恒常化した農畜産物の低価格化は、所得面における他産業と
の格差をもたらし、農業の後継ぎ不足を招き、家族労働力は必然的に高齢化し、
また、相続時における高額な相続税納入のために農地は減少しつづけているの
が実態である。
　このような現状の中で、制定された都市農業振興基本法は、市街地及びその
周辺の地域において行われる農業を都市農業と位置づけ、国及び政府の責務を
明確にした。
　同法は、都市農業振興基本計画の策定、法制上、財政上、税制上又は金融上
の措置、詳細に亘る基本的施策の実施を明記しており、それらの実現は、農業
者や農業関係者に都市農地の保全と都市農業の継続性について大きな希望を抱
かせるものである。また、同時にまちづくりの視点からも、市民の視点からも
大変大きな期待が寄せられている。
　よって、昭島市議会は、国及び政府に対し、都市農地の保全と都市農業振興
に不可欠である農地関連法及び制度、税制等の具体的措置、農業振興施策が都
市農業振興基本法にもとづき早急に講ぜられることを強く要請するものであ
る。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　平成２８年　３月２４日
昭　島　市　議　会

( 提出先）
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、農林水産大臣、
国土交通大臣

開　催　日 開催時間 会　　議　　名 場　　所

7 月 中 旬 午前9時30分 議会運営委員会 第 1 委員会室

開　催　日 開催時間 会　　議　　名 場　　所

6月10日(金)

午前9時30分

本会議（一般質問）＊

議場
6月13日(月) 本会議（一般質問）＊
6月14日(火) 本会議（一般質問）＊
6月15日(水) 本会議（一般質問・議案上程）＊
6月17日(金) 補正予算審査特別委員会 会議室 402･403
6月20日(月) 総務委員会

第 1 委員会室6月21日(火) 厚生文教委員会
6月22日(水) 建設環境委員会
6月23日(木)
6月24日(金) 特別委員会

6月29日(水)
午前 9 時 議会運営委員会 第 1 委員会室
午前9時30分 本会議（委員会審査報告・採決）＊ 議場

開　催　日 開催時間 会　　議　　名 場　　所

5月27日(金)
午前9時30分

総務委員協議会
第 1 委員会室5月30日(月) 厚生文教委員協議会

5月31日(火) 建設環境委員協議会
6月 1日(水)
6月 2日(木) 特別委員会

6月 6日(月) 午前9時30分 議会運営委員会 第 1 委員会室


